
 

 

※上記どの集会も、お気軽にご参加ください。心よりお待ちしております。  

 

 
曜日 集会名 時 間 内  容 

4 金 聖書を読む会 お休み  

6 ㊐ バイブルアワー １４：２０～ 

 「カエサルへの税金とやもめの献金」 （マルコ１２章）  
ローマ帝国の圧制下にあった人々はカエサル（皇帝）への納税に激しい反感を持っていました。キリストはこれに

何と答えたのでしょう。 もし「納めるべき」と言えば、ユダヤ人の反発を買うことは必至であり、 「納めなくてもよい」と

言えば、ローマへの反逆をそそのかした、と 訴えられます。貧しいやもめの献金のエピソードとあわせて、 神に捧

げることの意味を考えます。                                     メッセージ：尾崎 富雄 

11 金 聖書を読む会 １０：３０～ 

特別講演会地上の星（６８） 「アイリーン・スミス物語」    
 もともと法律家を目指していたアイリーンでしたが、神の召しによりそのキャリアを捨てて来日。芸者小屋
に身売りされた若い女性たちを引き受けて教育し、太平洋戦争後は巣鴨プリズンに 収容された「戦犯」たち

に聖書による希望を伝え、東京にクリスチャンセンターを設立する、など、日本のために計り知れない貢献を

しました。知られざる日本の恩人をご紹介します。              メッセージ：尾崎 富雄 

13 ㊐ スモールバイブルアワー １４：２０～ 

「権威あることば」 （ルカ 4章 31節～39節） 
イエス・キリストは、当時の宗教指導者たちとは違い、権威(神としての権威)を持って語られました。そのことばによ

り、束縛されていた者を自由し、また別の人の病を癒されました。イエス・キリストが、私たちに真の自由と回復を与え

てくださる方であることを学びます。                                  メッセージ：吉野 精一 

18 金 聖書を読む会 １０：３０～  交わり食事会  篠ノ井方面 

20 ㊐ バイブルアワー １４：２０～ 

「イエス・キリストの使命」 （ルカ 4章 40節～44節） 
イエス・キリストは、大勢の病人の一人ひとりに、いちいち手を置いて癒されました。 

けれども、イエス・キリストは、ご自分の使命は他にあると語られました。このことから、イエス・キリストのこの地上に来

られた使命について考えます。                                    メッセージ：吉野精一 

25 金 聖書を読む会 １０：３０～ テキストから学ぶダビデの生涯 

27 ㊐ バイブルアワー １４：２０～ 

「難問中の難問にイエスはどう答えられたか」 （マルコ１２章） 
 「復活は 本当にあるのか」「聖書の中で一番大切な命令は何か」など、ユダヤ人の間で論争に決着のつかなかっ

た難題に、イエスは明快な答えを出され、質問者はぐうの音も出ませんでした。私たちにわからない問題や悩みに対

しても神には答えがある、と信頼する中に人生の鍵があります。                メッセージ：尾崎富雄 
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